
フィルタースタビリティを考慮したILブロック舗装における敷砂，目地砂の通水性能に関する検討	
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１．はじめに	
 

インターロッキング（IL）ブロック舗装は，路盤とその

上に施工される敷砂，ブロック間に充填する目地砂から

成っている．目地砂はブロック同士の荷重伝達，敷砂は

ブロックの安定性と平たん性を確保するとともに，荷重

を均一に分散して路盤に伝達することで舗装としての機

能を果たしている． 

ドイツでは，2006年の ILブロック舗装の技術基準の改

定に際し，車道での耐久性を向上させることを目的に目

地砂，敷砂および路盤材の粒度分布に関する規定 1)を導入

した．この規定では，路盤や敷砂，目地砂は良好な排水

性を有するとともに浸透水によって互いに接する材料間

（目地砂〜敷砂，敷砂〜路盤）で粒子移動が生じない安

定性が求められている．そして，これをフィルタースタ

ビリティと呼び，式[1]によって粒度規定がなされている． 

	
   
	
 and	
  and	
  [1] 

ここに，Dn：最大粒径が大きい材料の n％粒径 

	
 	
 	
 	
 dn：最大粒径が小さい材料の n％粒径 

 

ドイツにおいて，式[1]がどのような経緯で採用されるに

至ったかは明確ではないが，この粒度規定は1940年，1955

年に米国で公表された道路の地下排水用フィルター材料

に関する粒度規定 2)を流用したものであると考えられる．

地下排水用フィルター材料の規定は，日本においても用

いられており，D15/d85は目詰まり，D15/d15は透水性能に関

する基準で，D50/d50は米国陸軍工兵隊が定めた目詰まりに

関する追加的基準である． 

	
 一方，日本では敷砂〜路盤の粒子移動が生じないよう

に不織布を用いることが推奨されており，表 1に示すよ

うに敷砂と目地砂の品質規格が定められているが，ILブ

ロック舗装の荷重分散を担っている目地砂と敷砂の粒子

移動及び透水性能に関する規定は無い． 

 

	
 このことから，筆者ら 3)は図 1に示すような浸透水によ

る砂粒子の移動をイメージし，CBRモールドを用いた通

水実験を行い，試験前後の粒度を比較した．実験に使用

した敷砂はFMを1おきに1.5〜5.5になるように粒度調整

したもの，目地砂は一般的に用いられている 4号硅砂と

南アフリカ共和国の推奨粒度に調整したものであった．

その結果，FM≒5.5の敷砂は式[1]を満足するものの，多

くの目地砂が混入してしまうことがわかった．しかし，

この方法では目地砂を取り除いて敷砂層上面を露出させ

るのが難しいだけではなく，目地砂が移動した上部の敷

砂を一定厚さで取り出し難いなどの欠点があった．そこ

で，今回は図 2に示すようなアルミ製の平角管を用いた

通水試験装置を作製し，再度同様の試験を行った． 

	
 

表1	
 敷砂，目地砂の品質規格	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

図1	
 浸透水による砂粒子移動と通水試験の概要	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

図2	
 アルミ製通水試験装置	
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２.	
 フィルタースタビリティ判定	
 

	
 実験で使用した敷砂は海砂のFMを0.25おきに2.5〜5.0

まで粒度調整したもの，目地砂は一般的に用いられてい

る 4号硅砂(FM≒2.8)，5号硅砂(FM≒2.5)，南アフリカ粒

度調整砂(FM≒1.6)を用いた．なお，使用した敷砂の粒度

試験結果は図 3 に示す通りである．これらの試料を組み

合わせ，式[1]によるフィルタースタビリティ判定を行っ

た．結果を表 2 に示す．表 3 内の記号○は問題なし，▲

は D15/d15 のみ不可である事を意味している．式[1]の

D15/d15≧1は敷砂の透水係数は目地砂の透水係数以上であ

ることを求めていると言える。そこで，3種類の目地砂と

11 種類の敷砂で透水試験を行ったところ，全ての透水係

数が透水性ブロックの規格である k=1.0×10-2を大きく上

回っており，十分な透水性を有している事がわかった．

つまり，敷砂の透水係数が目地砂の透水係数を上回らな

くとも十分な透水性を有していれば，排水不良が生じな

いものと考えられる．詳しくはセメント技術大会に投稿

中の文献 4)を参照してもらいたい．続いてこの結果を基に

砂粒子移動に関する通水試験を行ってみた． 

 

３.	
 通水試験と考察	
 

	
 今回新たに作製した図 2 の通水試験装置では，敷砂用

型枠と目地砂用型枠が分離しており，通水試験後に上部

の目地砂用型枠を取り外し，ストレートエッジを敷砂用

型枠上辺に沿って動かす事で敷砂層内に浸入しなかった

目地砂を取り除く事ができるだけでなく，型枠によって	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

一定の敷砂厚が確保できるようになっている．実験手順

は有孔底板と敷砂用型枠の間に濾紙を敷き，型枠内に敷

砂を入れ十分に締め固める．その上に目地砂用型枠を取

り付け，目地砂を敷き，通水時に流水で目地砂が掘削さ

れないよう木製の保護用通水板を目地砂上に載せて通水

を行った．そして通水開始から 24時間後に取り出し，敷

砂用型枠内の敷砂を乾燥させ，通水前後の粒度の比較を

行った．	
 

	
 通水試験前後の粒度試験結果の一部を図 4 に示す．こ

れらの結果より，フィルタースタビリティ判定では砂粒

子移動に関する結果は○だが，実際に通水試験を行った

ところ FM≒3.5までは図4を見るとわかる通りグラフに

ほぼ変化は見られなかった．しかし，FM≒4.0 から粒径

加積曲線に変化が見えはじめ，FM≒5.0 では 3 種類の目

地砂全てにおいて大きなばらつきが現れた事より敷砂に

目地砂が混入してしまったと考えられる．以上のことよ

り，砂粒子移動が生じないFM≒2.5〜3.5の敷砂が良好で

はないかと考えられ，今後も検討していく必要があると

思われる． 
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表2	
 敷砂，目地砂のフィルタースタビリティ判定結果 

目地砂	
 
敷砂FM 

2.5 2.75 3.0 3.25 3.5 3.75 4.0 4.25 4.5 4.75 5.0 
FM≒1.6 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

FM≒2.5 ▲ ▲ ▲ ▲ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

FM≒2.8 ▲ ▲ ▲ ▲ ▲ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 
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